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   令和元年東日本台風による水害と 

   復旧について 

令和２年１０月１７日 

千曲市立更埴図書館 
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千曲市の概要 
  千曲市は、長野県の北信地域に位置し、西は
冠着山（姨捨山）、東は鏡台山をはじめとする
山地に囲まれ、またそのほぼ中央を、東南から
北東に大きく曲がりながら千曲川が流れていま
す。千曲川をはさんで両岸には平坦部が広がり、
北は善光寺平に接しています。 

年度 人口 世帯数 

H27年 60,298 21,573 

H28年 60,019 21,746 

H29年 59,792 21,893 

H30年 59,509 22,038 

R01年 59,197 22,149 

各年10月１日現在の推計人口 
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台風第19号災害の概要 
 ◆10/11(金) 9時 市災害警戒本部設置 

       11時 「大型で非常に強い台風第19号は、12日夕方から12日夜遅くにかけて長野県に最も接近す 

          る見込み。長野県では12日昼過ぎから13日にかけて、大雨や暴風となる所がある」（長野 

          地方気象台） 

 ◆10/12(土) 7時 暴風警報発表 

       10時 大雨・洪水警報発表 

       11時 市災害対策本部設置 

       14時 市内杭瀬下水位観測所 氾濫注意情報発表 

       15時 市内全域に避難準備情報発令 避難所６施設開設 

       16時 土砂災害警戒情報発表 

       17時 市内杭瀬下水位観測所で避難判断水位（4.60ｍ）超過：4.75ｍ 

        〃  市内全域に避難指示発令 避難所１５施設開設 
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台風第19号災害の概要 
 ◆10/12(土) 18時 「長野県の市町村に大雨特別警報を発表。特に千曲川流域の浸水想定区域などでは、浸水 

          による何らかの災害がすでに発生している可能性が極めて高く、直ちに命を守るために最 

          善を尽くす必要のある警戒レベル５に相当する状況」（長野地方気象台） 

        〃  市内杭瀬下水位観測所で氾濫危険水位（5.00ｍ）→超過：5.11ｍ （その後、21：50に 

          最高水位：6.40ｍを記録。13日3時に氾濫危険水位解除） 

        〃  市内杭瀬下水位観測所 氾濫危険情報発表 

  杭瀬下水位観測所（千曲市） 到達日時 水位 

水防団待機水位 ： 0.70m 10/12 13：20 0.74m 

氾濫注意水位   ： 1.60m 10/12 14：40 1.65m 

避難判断水位   ： 4.60m 10/12 17：50 4.75m 

氾濫危険水位   ： 5.00m 10/12 18：10 5.11m 
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台風第19号災害の概要 
 ◆10/12(土) 20時 上田市国分（千曲市の上流）で氾濫発生 

        〃  長野市篠ノ井横田（千曲市の下流）で氾濫発生 

       22時 市内雨宮で氾濫発生 

        〃  長野市篠ノ井小森および松代で氾濫発生（千曲 

          市の下流） 

 ◆10/13(日) 1時 長野市穂保で氾濫発生 

        2時 須坂市北相之島、小布施町飯田で氾濫発生 

        〃  小布施町山王島で氾濫発生 

        3時 中野市立ヶ花および栗林で氾濫発生 

      3～5時 長野市穂保で堤防決壊 

 ◆市内降水量等 24時間雨量195.0㎜、最大瞬間風速（18時頃）35.8ｍ 
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被害の概況          令和2年１月27日現在 

 ◆人的被害 

  

  

  

  

 ◆住家被害（世帯数） 

  

死者 行方不明者 重傷者 軽傷者 

千曲市       0       0       0       5 

長野県       5       0       8      137 

全壊 
半壊 

（大規模半壊含む） 
一部損壊 

千曲市                1          349          608 

長野県         1,095         2,812         3,635 
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千曲市立更埴図書館の概要 

◆建築年月 昭和５５年３月、増築 平成２年６月（増築時に更埴文化会館と一体施設） 

◆構造   鉄筋コンクリート造  ２階建て 

◆延べ床面積 ９７３．３８㎡（１階６２１．０７㎡ ２階３２５．３１㎡） 

◆構成   １階 開架図書室、児童図書室、郷土資料室等 

      ２階 書庫、会議室、調査研究室等 

◆蔵書   １３１，４０１冊（１階６９，４６７冊 ２階６１，９３４冊） 

◆職員数  １１名（正規職員１名、嘱託臨時職員１０名：うち司書５名） 
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更埴図書館の発災後の対応 
 ◆10/12(土)11時 ・市災害対策本部設置 

 ◆  〃  15時 ・災害対策本部の指示により、更埴図書館を休館  

 ◆10/12(土）   ・台風接近による暴風・大雨により市内全域に避難準備情報・避難指示発令 

    ～13(日)  ・千曲川の水位が氾濫危険水位を超える。市内各所で浸水・風害被害が発生 

 ◆10/13(日) 7時  ・館長が館内に入り、被害状況を確認 

    〃  11時 ・図書館職員及び生涯学習課職員、ボランティアで館内の汚泥撤去、汚損本の確認に着手  

 ◆10/14(月)～   ・応急復旧作業（汚泥の除去、汚損本の修復等） 

 ◆10/15(火）   ・県立図書館から館長等来館 

 ◆10/16(水)   ・移動図書館車の運行及び予約本の貸出を再開 
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更埴図書館の被災状況 
 ◆施設の浸水被害 

    ・床上浸水（床上７ｃｍ）及び汚泥による汚染 

    ・エレベータ等電気設備及び消防設備、冷暖房設備の故障 

    ・上下水道使用不可、地下室、倉庫の浸水 

 ◆図書の被害 合計１，０３７冊、２，４８８，５８３円 

     ・館内の被害図書 １，００８冊、２，４５６，３６８円 

    ・貸出中の図書     ２９冊、３２，２１５円  

    ・除籍処分を行い、処理業者に廃棄委託 

    ・この他、郷土資料室の資料 図書４４冊（修復必要） 
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図書館の被災に対する支援 
 ◆ボランティア 

    ・10/13～28 延べ３５名 

 ◆県立図書館 

    ・11/13、14、18県立図書館員延べ７名から汚損本のカビ対策等の指導及び支援（郷土資料の修復） 

 ◆運営 

    ・ベイシア更埴店から駐車場を利用して移動図書館車の臨時運行のご提案、延べ１４日間運行 

 ◆寄付金 
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本格復旧に向けて 
 ◆令和元年度 

    ・更埴図書館の休館（10/13～1/14） 

     ・汚泥の除去清掃・カビ対策の消毒、電気設備の修繕、消防設備の再配置、消防訓練（1/8） 

     ・灯油タンク及びストーブ１５台の準備 

     ・図書館コンピュータシステムの水害対策 

     ・10/29 激甚災害指定 

      ・千曲市は特定地方公共団体に該当しなかったため、国庫補助金が非該当となり単独災害復旧事業債だけが財源 

     ・1/15 仮開館 
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本格復旧に向けて 
 ◆令和２年度 

    ・エレベーターの復旧工事 

    ・エアコンの設置 

     ・復旧工事に伴う調査、実施設計 

    ・今年度復旧工事着手予定（令和３年度中に復旧工事を完了） 

     ・洪水が流入した5か所に止水板等を設置 

       ・壁面の作りつけ書架の汚泥除去、清掃消毒 

       ・冷暖房設備の修繕及び地下ピットの汚泥除去清掃 

    ・工事期間中、更埴図書館は移転し、臨時仮開館 

    ・移転に伴い、図書館1階の図書の移動作業 
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今回の水害被害に係る反省点と課題 
  ①水害発災前 

反 省 点 課   題 

 そもそも、こんな想定外の水害が起きるとは思っ
ていなかった。夜になって現場の図書館に行くこと
も困難な状況だった。無理に行動すると2次災害も想
定された。 
  

 災害に対する日頃からの危機管理意識を高める。 
 予めハザードマップの確認などの情報収集と精査
に努め、最低限の心構え準備はしておく。 
  

 台風被害は気象庁発表等により、事前にある程度
の備えができるはずだが、「今回も（台風の）針路
が変わるだろう」との思い込みがあり、適切な準備
を怠った。 
  
 

 土嚢やブルーシート等のストックが必要。 
 垂直避難の検討（利用者・職員及び書架下段の図
書の2階などへの移動） 
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今回の水害被害に係る反省点と課題 
②発災後 

反 省 点 課   題 

 10/12に災害対策本部が設置され職員を招集。更埴
図書館の正規職員は1名だけで、夜を徹して避難所運
営に従事し、翌日午後になってやっと図書館に出勤
できた。館内はまだ水が引いていない状態。  

 今回の災害対応事務全般に言えることだが、自然
災害等に対する危機管理意識が低かった。 
 非常時には職員の労務管理や二次被害予防の観点
から適切な人員配置（応援）が必要。 

 夜9時頃に課長から「図書館の様子を見に行ける
か」と言われたが、すでに道路が浸水し、動けない
状況だった。もし職員の招集時に図書館に職員が配
置されていれば、一人でも相当な作業ができたと思
い、大変悔やまれる。  

 災害対策本部からの施設管理への適切な指示。 
 図書館職員の配備体制と連絡網の確立。 

 発災直後は主に図書館職員と所管の生涯学習課の
職員等で汚泥除去等の作業にあたった。ボランティ
アセンターが10/15に開設され、多くのボランティア
の方の協力を得ることができるようになった。しか
しボランティアの方の運用に慣れておらず、職員が
無理をしてしまった面があった。 

 実際に災害が起きたことを想定し、復旧における
体制整備（組織・人、システム）や実務的で継続的
な訓練が必要と痛感した。 
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今回の水害被害に係る反省点と課題 
③その他 

反 省 点 課   題 

 水害の経験がなかったため、汚損本の修復や書架
の処理がわからず困惑していた。県立図書館から修
復等について、職員の派遣を得てご指導をいただけ
た。また被災早々に館長が来館され、支援のお話を
いただき、大変ありがたかった。（反省ではありま
せん。） 

 いざというときに備え、汚損本の修復等も研修会
などで研鑽できればよい。たとえ、実行に移す機会
はなくとも知識として知っているだけでも役に立つ
と思う。 

 発災のタイミングや水害の規模がもっと大きかっ
たらどうなっていたかと考えると、恐ろしいものを
感じる。開館時間中の利用者の安全の確保や図書資
料の保全、被災後の継続運営の確保について事前に
考えておく必要がある。 
  

 水害に対するタイムライン（防災行動計画）やＢ
ＣＰ（業務継続計画）の策定が必要。 
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